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幼児期では，自己主張は ３ 歳から ４ 歳後半に
かけて急激に増加し，その後はあまり変化がな















































































































































































































































































































































































第 １ 因子 第 ２ 因子 第 ３ 因子 第 ４ 因子 第 ５ 因子
.784 .815 .696 .586 .551
表 ４　親子関係の各尺度のα係数
因子 １ 親子信頼関係 ２ 親子子対立関係
.863 .752
表 ６　きょうだい関係の各尺度のα係数






























































相関 親子信頼 親子対立 分離 対立 信頼 情動抑制 自己主張 根気我慢
親子信頼関係 ─ －.139*　 －.193** 　.049 　.276** 　.034　　 －.069　　 　.297**
親子対立関係 －.139*　 ─ 　.090　　 　.089 －.084　　 －.148*　 　.133*　 －.097　　
きょうだい分離 －.193** 　.090　　 ─ －.003 －.585** －.199** 　.009　　 －.147*　
きょうだい対立 　.049　　 　.089　　 －.003　　 ─ －.016　　 －.063　　 　.085　　 －.058　　
きょうだい信頼 　.276** －.084　　 －.585** －.016 ─ 　.181** －.052　　 　.139*　
情動抑制 　.034　　 －.148*　 －.199** －.063 　.181** ─ －.037　　 　.282**
自己主張 －.069　　 　.133*　 　.009　　 　.085 －.052　　 －.037　　 ─ －.016　　
根気我慢 　.297** －.097　　 －.147* －.058 　.139*　 　.282** －.016　　 ─
*p＜.05　　**p＜.01　　　　　
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示さなかった。しかし，親子の対立関係は情動
抑制や根気我慢には影響しないが，子どもの自
己主張を高めることが分かった。その理由とし
て，親子が対立している場合，親の理解を求め
て子どもが主張しなければならない場面が多く
なることが関連していると予想される。また，
対立関係の中で親への感情的な反発や反抗とし
ての自己主張が生じると考えられる。
すでに述べたように，独立変数間に交互作用
がある場合はパス解の析結果に反映されない可
能性がある。そこで分散分析を行った。その結
果，きょうだいの「信頼関係」が低く「分離関
係」も低い群は他の群より「自己主張」得点が
高かった。つまり，きょうだい間の信頼関係が
低いけれどきょうだいのかかわりが多い場合，
子どもの自己主張が多いという結果であった。
きょうだい間のかかわりの多い中での信頼関係
の低さは，自己主張を高めると考えられる。こ
れは仮説 ２ を部分的に支持する結果であった。
それに対して，「信頼関係」が低く「分離関
係」が高い群は他の群と比較して「情動抑制」
得点が低いということが明らかとなった。きょ
うだい間の信頼関係が低くてきょうだいとのか
かわりが多い場合に，自己抑制を低下させると
いう仮説であったが，そうではなくて，むしろ
そのようなかかわりの少ない場合に，情動抑制
が低いという結果であった。きょうだいとの間
で情動を抑制する機会や経験が少ない場合は，
情動を抑制する動機も育ちにくいと考えられる。
それとは反対に，きょうだいの信頼関係が高い
場合やきょうだいとのかかわりが多い場合は，
情動を抑制する機会や動機が強くなり，むしろ
情動抑制機能が発達するのかもしれない。
以上の結果から，きょうだい間の分離（かか
わりの少なさ）と信頼関係のパターンの特徴が，
子どもの自己主張や情動抑制に影響していると
いうことが示唆された。このような結果は，パ
ス解析の結果には反映されなかったといえる。
したがって，親子関係の影響の方がきょうだい
関係の影響よりも大きいということはできない。
親子関係もきょうだい関係も同じように自己制
御の発達に影響していることが示唆された。
本研究では，中学時代の親子間の信頼関係の
特徴やきょうだい関係の特徴に焦点を当て，そ
れが女子大学生の自己制御機能の発達に及ぼす
影響について調べた。しかし，その影響は，説
明率をみるとそれほど大きいものではなかった。
これまでの研究で，親からの影響として，親子
の信頼関係と共に，自己制御機能を育てようと
する直接的あるいは誘導的な親からの言葉かけ
の影響もみられている（森下・藤村，2013；森
下・前田，2015）。そして，そのような言葉か
けの背景には親の養育態度の影響があることが
推測された（森下・藤田，2012；森下・前田，
2015）。また，親子の相互作用の中で親は情動
抑制等のモデルになっている可能性がある（田
中，2009；森下，1996；森下・福井，2014）
ある時点で子どもの特徴は，それ以前の遺伝
要因と環境要因の相互作用の基盤の上に成立し
ている。また，その時点での子どもの特徴はそ
れ以後の遺伝と環境の相互作用のあり方に影響
する（小嶋，2001）。このように，その相互作
用の影響は連鎖していく。自己制御機能は，初
期の段階では親やきょうだいとのかかわりの中
で，やがて小学校や中学校時代は仲間等とのか
かわりのなかで発達すると考える。本研究はそ
のような研究の一環であったので，ある時点で
の親子関係やきょうだい関係の特徴のみで，自
己制御の発達の多くを説明することは無理だと
いうことが示唆された。いつの時点のどのよう
な経験が，どの時点での自己制御の発達に影響
するかについて総合的に明らかにすることが，
今後の重要な課題である。そのために，研究対
象として女性だけでなく，男性をも含めた，広
くきめ細かい追跡的な研究が必要だろう。
さらに，自己制御の発達にとって，他者との
相互作用だけが重要ではない。すでに述べたよ
うに，根気のように最後までやり通すという機
能をも包含した自己制御機能は，さまざまな課
題に取り組み達成したり失敗したりする経験の
なかで発達すると考える。そのプロセスにおい
て自分自身の経験や情動体験が，自己効力感の
形成に影響し，そのような自己効力感も自己制
御機能を支えていると予想される。このように
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中学時代の母子関係ときょうだい関係の特徴が自己制御機能の発達に与える影響
自己制御機能の発達には，さまざまな経験や要
因が関与しており，それは園原（1980）が指摘
するように，発達の中心課題としての機能連関
や発達連関の問題である。たいへん難しい課題
であるが，このような視点から，すでに自己制
御機能をも含む多くの変数を扱った追跡的研究
が，河合・難波・佐々木・山川・山本（2013）に
よって進められいる。今後の成果を期待したい。
引用文献
足立浩平（2006）．多変量データ解析法─心理・教
育・社会系のための入門─．ナカニシヤ出版．
相川充（2010）．きょうだい構成が子どものソー
シャルスキルの程度に与える影響．東京学芸
大学紀要総合教育科学系Ⅰ，６１，91－104.
浜崎信行・依田明（1985）．出生順位と性格⑵：
３ 人きょうだいの場合．横浜国立大学教育紀
要，２５，187－196.
原田知佳・吉澤寛之・吉田俊和（2008）．社会的
自己制御（SocialSelf-Regulation）尺度の作
成．パーソナリティ研究，１７，82－94.
飯野晴美（1984）．きょうだい関係─青年期の ２
人きょうだい─．日本心理学会第48回大会発
表論文集，558.
石村貞夫（2006）．SPSS による分散分析と多重
比較の手順（第 ３ 版）．東京図書．
磯崎三喜年（2007）．出生順位と性がきょうだい
関係の認知と自己評価に及ぼす影響．社会科
学ジャーナル，203－220.
岩井勇児（1995）． ２ 人きょうだいの修正順位と
性格（続報）：長子的性格，次子的性格への
疑問．愛知教育大学研究報告，教育科学，４４，
91－100.
柏木惠子（1988）．幼児期における「自己」の発
達─行動の自己制御機能を中心に─．東京大
学出版会．
小塩真司（2008）．初めての共分散構造分析：
Amos によるパス解析．東京書籍．
河合優年・難波久美子・佐々木惠・山川紀子・山
本初実（2013）．幼児期における行動抑制の
発達的変化⑴⑵．日本教育心理学会総会発表
論文集，５５，499－500.
小嶋秀夫（2001）．心の育ちと文化　有斐閣．
丸山愛子（2009）．自己調整能力の発達に関する
大学生の自己認知～幼児期から青年期後期ま
での自己主張・自己抑制行動の自己評定から
～．広島大学大学院教育学研究科紀要，第一
部，５8，73－80.
松本瑞穂（2013）．小学生時代のきょうだいげん
かが大学生の社会的スキルに及ぼす影響．京
都女子大学発達教育学部児童学科平成24年度
卒業研究抄録集，175－176.
森下正康（1991）．大学生のパーソナリティと
きょうだい関係．日本教育心理学会総会発表
論文集，３３，395－396.
森下正康（1996）．子どもの社会的行動の形成に
関する研究：同一視理論とモデリング理論か
らのアプローチ．風間書房．
森下正康（2003）．幼児の自己制御機能の発達研
究．和歌山大学教育学部教育実践総合セン
ター紀要，１３，47－56.
森下正康・小嶋秀夫・河合優年（1988）．きょう
だい関係の展開⑴　こども間のかかわり．日
本教育心理学会総会発表論文集，３0，298－
299.
森下正康・藤田のゆり（2012）．母親の言葉かけ
の特徴と食卓の雰囲気が児童の自尊感情と他
者受容におよぼす影響．京都女子大学発達教
育学部紀要， 8 ，117－125.
森下正康・藤村あずさ（2013）．小学生の頃から
の言葉かけが女子大学生の自己制御機能の発
達に与える影響．京都女子大学発達教育学部
紀要， ９ ，125－134.
森下正康・福井えがお（2014）．母親の情動表現
スタイルが女子大学生の情動表現スタイルと
自尊感情や自立心に与える影響─母子の信頼
関係を媒介として─．京都女子大学「発達教
育学研究」， 8 ，21－30.
森下正康・前田百合香（2015）．児童期の母親の
養育態度と誘導方略が女子大学生の自己制御
機能に与える影響．京都女子大学発達教育学
部紀要，１１，99－108.
岡崎有理子・杉井順子（2004）．青年期のきょう
だい関係が社会的スキルおよび自尊感情に与
える影響．奈良教育大学紀要，５３，231－
238.
柴田利男（2010）．きょうだいとのコミュニケー
ションが幼児の社会的認知の発達に及ぼす影
響．北星学園大学社会福祉学部北星論集，４７，
1－10.
坂手千夏（2013）．きょうだいの性格の違いにつ
いて─きょうだい構成と親の態度に着目─．
京都女子大学発達教育学部児童学科平成24年
度卒業研究抄録集，163－164.
園原太郎（1980）．認知の発達．培風館．
田中あかり（2009）．母親の情動表現スタイルが
幼児の気質に及ぼす影響．発達心理学研究，
２0，362－372.
豊田秀樹（2007）．共分散構造分析［Amos 編］．
東京書籍．
山口順子・田中理絵（2008）．きょうだいと子ど
もの社会的発達に関する研究．研究論叢第 ３
部　芸術・体育・教育・心理，５8，193－203.
依田明（1990）．きょうだい関係の研究．大日本
図書．
依田明・深津千賀子（1963）．出生順位と性格．
教育心理学研究，１１，239－244.
